
2027年末で蛍光灯の
製造・輸出入の禁止が決定しました。

2023年に行われた「水銀に関する水俣条約第5回締約
国会議」にて、蛍光灯の製造と輸出入が2027年末まで
に禁止になることが決定。今後は新しい蛍光灯や安定器
が入手できなくなります。

蛍光灯×水銀灯
キャッシュバックキャンペーン

申し込み期間：2024年6月21日まで

2024.03

[キャンペーン内容]

LED照明に切り替えた

蛍光灯の本数×200円の廃棄費用
＋

LED照明に切り替えた

水銀灯の台数×3,000円の廃棄費用

のキャッシュバック

「水銀灯汚染防止法」により、
水銀灯ランプの製造・輸出が禁止。

「水銀汚染防止法」より、一定量以上の水銀を使われている高
圧水銀ランプは、2021年から製造・輸出入が原則禁止となり、
交換ランプが新たに入手できなくなりました。各種メーカーも照
明器具の生産をすでに終了しており、交換ランプがあっても器具
が故障した場合買い替えることができません。

“デマンド対策”が電気代削減の重要ポイント！

従量料金（（電力量単価±燃料調整単価+再生可能エネルギー等）×使用電力量×（kWh））

直近3ヵ月間の平均値で算出
→その月に決定した燃料費調整額は2ヵ月後に反映（すぐには収束されません）

従量料金

基本料金

電力の基本料金は前年の電力ピークで決まります。
一般的に年間の電力ピークは、空調等の負荷が大きくな
る真夏の時期と言われています。
真夏の電力ピークを迎える前に照明を更新することで来
年の電気代をさらに抑えることも可能です。

6月までにお申し込みなら、デマンド対策がまだ間に合います！

100円

2000円



このカタログの記載内容は2024年3月現在のものです。

ラインアップ

アカ
ウント

アカ
ウント

状況や用途に合わせて照明を調節できるので、大幅な省エネを実現します。以前導入されたLED照明から切り替えた場合
でもより効果的に節電できます。人感センサーなどのセンサーと連携することでさらなる節電も可能です。

一般的な有線調光システムや無線調光システムと比べ
て大掛かりな工事が不要で、工期も通常のLED照明とほ
ぼ変わりません。

ライコネックスは無線のため制御盤の新設や工事が不
要で、費用やメンテナンスにかかる手間を削減できま
す。また、専用端末を用意する必要がないので導入し
やすく、持続可能な省エネ施設の実現に寄与します。

照明をさらに
省エネ・快適にコントロール

タブレットやスイッチなどから状況や⽤途に合わ

せて照明の明るさ・光色を調節でき、節電と快適
性の向上を実現します。

※高天井用LED照明HX-R（40000lm）157台、そ
の他LED照明（直管LED ランプ・LEDダウンライト・
街路灯用HID代替LEDランプ）計1,843台、週40時 
間、1年間使用した場合の試算。
※記載のコスト比較は想定使用環境をもとに 算出
したものであり、削減率及び削減額を保証するもの
ではありません。

[水銀灯からLEDへ交換した場合][蛍光灯からLEDへ交換した場合]

＊1ライコネックス対応直管LEDランプによる省エ
ネ率＝約40％（タイマー制御による省エネ率＝
30％、初 期の明るさの調節による省エネ率＝
10％） 
※1日あたりの点灯時間15.0時間、年間稼働日
数240日。
 ※ 電気料金単価：28円/kWh（税抜）。出典：公
益社団法人 全国家庭電気製品公正取引協議
会 電気料金の 目安単価［2022年7月改定］。 
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